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●厚真町住宅リフォーム補助（地震）

●住宅再建・修繕に係る災害義援金

〇対象者
地震発生時の住の所༗者、管理者または༗
者
˞Ծ設住などへの入ډの༗無はいません。
˞�管理者または༗者は所༗者のঝをಘたも
のにݶります。

。りますݶ住࣮ଶのある住にډ˞
〇対象工事
屋ࠜ、ப、床、内֎น、ૅج、ྊ

はり
、ドア、૭、

内装上げ、上Լਫ道の配管、Ψスの配管、給
ഉؾ設備の配管、電ؾ・電話ઢ・テレϏઢの配ઢ、
τイレ、ཋࣨ
�˞ �ෟଐ建ங物	֎ߏ工事や物ஔ、車ݿ
や、ซ
用住のඇ住部の෮چに関する工事はআ֎

〇工期
ྩ和３年３月31日（ਫ）までに完了する工事
〇補助金額
ର工事費から30万円を߇আした額の30ˋ
˞�半յの場合で住Ԡٸम理支援੍度を活用し
た時はその額と30万円を߇আした額の30ˋ

〇補助上限
50万円
〇申請に必要なもの
ʤ交付ਃ時ʥ
・交付ਃॻ
・�工事見積ॻのࣸし（すでに工事が完了してい
る場合は内༁がかるॻ類）

・�り災ূ໌ॻのࣸし（半յの方で、住Ԡٸम
理支援੍度を活用した方は不ཁ）

ʤ報ࠂ時ʥ
・交付完了報ࠂॻɹ・ྖऩॻのࣸし
・工事完成ࣸ真
〇受付期間
ྩ和３年３月31日（ਫ）まで
〇受付窓口・問い合わせ
建設課�建ங住άルーϓὸ27ô2325

〔住宅再建に係る災害義援金〕
〇対象
町内で新たに住を建設・ߪ入した場合
〇配分金額

ඃ害区 配ۚ額
全յ・大ن半յ・半յ 100万円

〔住宅修繕に係る災害義援金〕
〇対象
֎น、内装、床、ドア、ཋ૧、τイレ、電ؾ配ઢ工事、
ਫ道配管工事などのमસ費用が１万円Ҏ上の場合
˞Ոࡒ、物ஔ、ฮ装工事、֎ߏ工事などはର֎
˞�ඃ災住Ԡٸम理の支給を受けている方は、そ
のを費用から߇আしてࢉ定

˞支給額は万円ະ満りࣺて
〇配分金額

ඃ۠ ֹۚ
全յ・大ن半յ・半յ 度額50万円ݶ
一部損յ 度額15万円ݶ

〇申請に必要なもの
ʤڞ通ʥ
・ҹ （ؑೝҹ）ɹ・༬ۚ通ாのࣸし
・�ਃ者の本人確ೝができるもの（ӡస໔ূڐ
や݈߁保ূݥなど）

・�り災ূ໌ॻ（り災者区が「物݅ډ住者」になっ
ているもの）

ʤ住࠶建ʥ
約ॻɹ・ྖऩॻܖ・

ʤ住मસʥ
・�मસの内༰が確ೝできるもの（見積ॻ・ٻॻ・
（約ॻなどܖ

・ྖऩॻ
・�ඃ災住Ԡٸम理のূ໌ॻ（ඃ災住Ԡٸम
理੍度を利用した方）

〇受付期間
ྩ和３年10月５日	Ր
まで
〇受付窓口
役場ிࣷผؗ
〇問い合わせ
総務課ࡒ�政άルーϓὸ27ô2481

り災状گが半յ͓よͼ一部損յの住の所༗
者、管理者、༗者が行う෮چ工事にཁする費
用の一部をิॿします。

ඃ災した住の࠶建・मસ費用について、災害
ٛ援ۚの支給ਃを受け付けています。住の࠶
建・मસを行った方で、ਃが͓ࡁΈでない場合は、
Լ記の内༰を͝確ೝの上、ਃしてください。北海道ڭ職員組合の込山さん（胆振支部ॻ記長）らが５月29

日、総合福祉ηンλーで町にマスク1,500枚を寄贈しました。
胆振東部地震の発生Ҏ߱、同組合には今もٛ援ۚが寄せられてい
るといいます。同組合は、ٛ援ۚの中から֎出時にඞཁなマスクを
ඃ災３町（厚真・安平・むかわ）に届けることにしました。
宮坂町長は、「影響を受けているڭҭݱ場などで、ありがたくわ
せていただきます」と感謝しました。

とまこまい広域農協（宮田広幸組合長）と町商工会（ࣉ
坂จल会長）、町地域活性化商品࣮݊行委員会（小ೲ୩
行委員長）は６月５日、宮坂町長に「町地域活性化商࣮࢘
品݊発行に関するิॿۚのཁॻ」をఏ出しました。
地域活性化商品݊は、長期化が懸念される新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大による消費のམち込Έの回෮
と、胆振東部地震の生活࠶建の後ԡしが目తです。
ཁॻによると、今年９月から来年２月までを༗効期
間とし、発行額は１億2,500万円、発行は12,500口
で、ൢച額は１口１万円（ϓレϛアム率25ˋ）としていま
す。ࣉ坂会長らは「地域活性化商品݊を発行するため、
ͥͻ、͝理ղを͓願いします」と町に協力をٻめまし
た。

上厚真小学校（Ҫ内
ͻΖ
ຏ
きよ
校長、95人）は６月９日、地震を想定し

たൈきଧちのආ܇࿅を行い、ࣇಐたちはਝにάラウンドにආ
しました。
今年は、新型コロナウイルス感染症の影響で６月１日にत業が࠶
開したため、ຖ年５月に行う܇࿅の時期がͣれ込Έました。
報が໐り、地震ܯ。࿅は、震度５の地震が発生したという想定܇

をࠂげる校内์ૹが流れると、ࣇಐたちはઌ生の指ࣔにैいصのԼ
で一時ආし、防災಄ۊをかͿってάラウンドにಀげました。
Ҫ内校長は「本の地震があっても、ආ܇࿅を思い出して、མ
ち着いて行動してほしい」などとݺͼかけました。

北海道ڭ৬員合が
町にϚスΫ ���� ຕ贈る

ମが町にཁॻஂࡁܦ
地Ҭੑ׆化݊ൃߦのิॿۚཁ

上厚真খが地を定ͨ͠
ආ܇࿅

宮坂町長にマスクを手す関係者たち

宮坂町長（中ԝ）にཁॻを手すࣉ坂会長（ࠨ）と
宮田組合長

ઌ生の指ࣔでάラウンドにආするࣇಐたち

被 災 者 支 援 情 報胆振東部地震

ਃ࿙Ε
͋Γ·ͤん͔ʁ

ॅؔͷࢧԉ
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夏日を記録した６月10日、市街地が色とりどりの花に包
まれました。
厚真大橋の交差点付近にある８区画の大型花壇では、厚真

建設協会（鈴木英毅会長）の会員約20人が、花壇を作りまし
た。オレンジ色のマリーゴールドや青紫色のロベリアなど、
８種類880株を植えました。鈴木会長は「花壇を見て、一瞬
でも心が和んでくれたらうれしい」と話しました。
また、中心部では、「市街地環境整備事業」が行われ、花フ

レンズや商工会女性部など約40人が協力しました。参加者
は、マスクを装着し、額に汗をかきながら86カ所の花壇に
赤色やピンク色のペチュニアなど約1,000株を手際よく植
え、口ぐちに「マチが華やかになった」と笑顔を浮かべまし
た。
一方、６月15日には、地元の自治会や花フレンズ、町職

員約30人が、国道235号沿いの浜厚真野
やげ ん
原公園で、大型花

壇を整備しました。花壇は、駐車場の出入り口に２カ所に並
んで設けてあり、合計すると長さ100ｍを超える大きさ。参
加者は、１時間半ほどかけてベコニアやマリーゴールド約
1,100株を定植。参加者は「今年も、きれいな花壇を作るこ
とができました」と満足した様子でした。

町は６月16日、北海道総合通信局の髙
こう
野
の
潔
きよし
局長から「電

波の日」の表彰を受けました。胆振東部地震で開局した「あ
つま災害エフエム」が、災害・生活支援情報などを発信して
町民の安心や安全の確保に貢献したことが評価されました。
６月1日は「電波の日」と定められ、北海道総合通信局

が、電波利用や情報発信の発展に貢献した個人や団体を表彰
しています。70回目の今年は、道内の１個人３団体が選ば
れました。６月１日に札幌市で行われる予定だった表彰式
は、新型コロナウイルス感染症の影響で中止。自粛緩和を受
けて、髙野局長が賞状を届けました。
髙野局長は「地震がきっかけで、指定災害機関としてラジ

オの役割が見直されるきっかけになりました」と話すと、宮
坂町長は「ボランティアの皆さんに感謝しています。町民の
心の励ましになっていて、改めてラジオの力を感じました」
と感想を述べました。

とまこまい広域農業協同組合（宮田広幸組合長）は６月17
日、上野施設団地で、「厚真地区農産物集出荷貯蔵施設」を着工
しました。農産物を一時保管して品質を維持し、安定供給と物
流の効率化を図る拠点施設に整備するもので、来年２月末に完
成する予定です。
施設は、鉄骨造平屋建て延べ床面積1,700㎡で、総事業費約
５億5,000万円。米1,600tと、作付けが増えているカボチャ
566tの低温貯蔵が可能になります。
この日の地鎮祭には、農協職員や施工業者のほか、町長、町
議会議員、土地改良区、自治会など約40人が出席し、工事の
安全と無事を祈りました。
終了後、宮田組合長は「品質を損なうことなく、消費者への
信頼向上に貢献したい」とあいさつ。宮坂町長は「新型コロナ
ウイルス感染症は、さまざまな業種に影響が出ています。この
施設によって、生産地としての知名度が、さらに高まることを
願っています」と期待を込めました。

山本浄化興業株式会社（苫小牧市）の山本正幸会長と山本紘之社長が６月
22日、役場を訪れ、新型コロナウイルス感染症の飛沫感染を防止するフェ
イスシールド360枚を寄贈しました。
同社は、胆振東部地震後にも町の災害廃棄物処理に尽力され、不足が懸念
されているフェイスシールドを贈ることにしたそうです。町は、町内の福祉
施設や学校などに配り、感染拡大の防止に役立てます。

長年にわたって町行政に貢献したとして、町は6月22日、町固定
資産評価審査委員長を務めた畑嶋賢蔵さん（59歳、東和）に感謝状
を贈りました。
畑嶋さんは、農業を営む傍ら平成23年から３期９年にわたり、
町固定資産評価審査委員会委員と同委員会の委員長を務めました。
畑嶋さんは「まさか、感謝状をいただけると思ってもいませんでし
た。地盤が変動した胆振東部地震もありましたが、無事に責任ある
任務を果たすことができて良かったです」と感想を述べました。

初夏の厚真を花で彩る　市街地と野
や げ ん

原公園で花壇を整備上野地区に厚真地区農産物集出
荷貯蔵施設を建設

前町固定資産評価審査委員長
畑嶋さんに感謝状贈る

山本浄化興業株式会社がフェイスシールド寄贈

北海道総合通信局
「電波の日」表彰を町が受賞

施設の完成を願ってあいさつする
とまこまい広域農協の宮田組合長

宮坂町長から感謝状が贈られ、安どの表情を
浮かべる畑嶋さん

住民課の中村参事にフェイスシールド
を贈る山本正幸会長（右）

野原公園花壇の完成後、記念撮影する参加者たち

表彰状を手にする宮坂町長、髙野局長（右隣）
と関係者たち

真心こめて花を植える厚真建設協会のメンバー




